
2022/12/26

1

弁理士 西澤 和純

弁理士法人 志賀国際特許事務所

2022年12月23日

知財戦略の重要性
と知財化スキル

第３回勉強会（知財）

2

志賀国際

特許事務所

はじめに（ご挨拶）

知的財産とは、「知」の財産です

その財産の権利（知的財産権）も活用して、
①大学の「知」の財産の価値を高め、

②社会実装によって社会還元するとともに、
③その利益を①に循環させる

持続的な仕組みを創りましょう

弁理士 西澤 和純
弁理士法人 志賀国際特許事務所
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大学の事業化の際に起こりがちな課題

知財戦略立案

知財創出 事業化・社会実装

知財インフラ

知財運用（知財予算/知財管理）

侵害リスク/ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ評価

発明発掘/先行技術調査/特許出願

権利化/外国出願

知財リソース（人材/知識）

起業/産学連携/エコシステム

知財契約/知財訴訟
・権利範囲が製品/サービスをカバーできていない
・ニーズや用途の想定が不十分な権利範囲になる
・事業化予定国に、外国出願がされていない

・知財活用が充分に考慮できていない
・事業戦略と知財戦略の整合性が取れていない
・用途探索や他者排除まで検討ができていない

・事業戦略や知財戦略が考慮できていない
・出願要否（ノウハウ化含む)の判断が難しい
・論文発表により、特許を取得ができていない
・発明発掘、及びその持続が難しい

・協業先を充分に探索できていない
・営業力/交渉力が不足している
・資金調達/協業に知財を活用できていない

・特許侵害リスク回避の調査が不十分である
・知財戦略に必要な知財化ができていない

・大学が不利な知財契約になっていた
・自己実施ができない契約になっていた
・特許ライセンス料が適切でなかった

・知財予算が不足する
・ノウハウの秘密管理ができていない(管理方法が分からない、人材流出に伴うリスクがある)

・知財人材が不足している
・知財知識が不足している

１．大学の事業化の際に起こりがちな課題と知財戦略の重要性
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シーズを活かした
事業創造の
リアルストーリー

政府の産学連携
支援施策の紹介

第2回

第2回

有用な考え方・
ツール紹介

第2回

実現に向けて・・・

目指す姿

知的財産戦略の重要性

ストーリー（目指す姿）の拡大

目指す姿とのギャップを克服

描いたストーリーを持続

事業
知財活用 (第5回)

知財戦略立案

知財化

１．大学の事業化の際に起こりがちな課題と知財戦略の重要性
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知的財産戦略の重要性

１．大学の事業化の際に起こりがちな課題と知財戦略の重要性

８

７

２ １

パートナー

主活動

キーリソース

価値提供 顧客
セグメント

６ ５

４

カスタマー
リレーション

チャネル

９ ３

コスト構造 収益の流れ

［社会実装（事業）と知的財産機能の関係］

出所：アレックス・オスターワルダー、イヴ・ピニュール『Business Model Generation』(2010)
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知的財産戦略の重要性

１．大学の事業化の際に起こりがちな課題と知財戦略の重要性

８

６

２

５

４

１

９ ３

パートナー

知財活動

知財

価値提供

カスタマー
リレーション

チャネル

顧客
セグメント

コスト構造 収益の流れ

制御
持続化の保護

統計的
利用

制御（標準化等）

制御
（オープン＆クローズ等）

オープン化(協業限定)

オープン化(標準化等) 利益還元

見える化

価値保護

オープン化（レイヤ別）

８

知財機能で

事業を最大化

知財戦略

［社会実装（事業）と知的財産機能の関係］

出所：弁理士法人 志賀国際特許事務所
※ビジネスモデルキャンパスを利用した知財活用モデルは、志賀国際特許事務所が開発したコンセプトです

出所を明記いただくことを条件として、図を含めてご利用いただくことが可能です
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知的財産戦略の重要性

１．大学の事業化の際に起こりがちな課題と知財戦略の重要性

最大化された事業は、
知財および知財権で、

持続的に保護

ストーリー（目指す姿）の拡大

目指す姿とのギャップを克服

描いたストーリーを持続

［知財戦略の重要性］

・社会実装要素を保護できる
・社会実装要素を共創できる

・社会実装から利益還元できる
・パートナーとの関係を制御できる
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基礎から学ぶ

知財戦略と知財化スキル

知財戦略の重要性と知財化スキル
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基礎から学ぶ 知財戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

Open＆Close戦略

特許庁,オープン＆クローズ戦略, http://www.inpit.go.jp/content/100578260.pdf
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発明の保護及び利用を図ることにより、発明を奨励し、

もって産業の発達に寄与することを目的とする（特許法第1条）

特許

損害賠償

実施許諾

廃棄除却

不当利得返還

信用回復措置

使わせない 使わせる

差止 「使わせない」権利（独占排他権）
⇒知的財産権固有の強固な権利

差止

基礎から学ぶ 知財戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

［特許の基礎］

知的財産権は、排他だけではなく、知的財産をシェア・解放することにも活用できます
「知」の財産を、解放～シェア～排他する程度を制御できるものです
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近年の特許権の活用

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

伝統的な特許権の活用

生産

使用

譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出

輸入

譲渡等
の申出

基礎から学ぶ 知財戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

［特許の基礎］

使わせない

生産

使用

譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出

輸入

譲渡等
の申出

使わせる

製品「全体」を使わせない 製品「全体」を使わせる

垂直統合型 ⇒ 水平分散型 ⇒ ネットワーク型

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

生産
使用
譲渡等
(譲渡/貸渡)

輸出
輸入
譲渡等
の申出

製品の「部品」ごとに、使わせない／使わせる を制御

14
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知的財産権を用いたOpen＆Close戦術

製品をモジュールに分け、モジュール毎 に、
使わせる（オープン）／使わせない（クローズ）を決定し、
技術伝搬をマネジメントする

Open&Close戦術

部品Ａ

部品Ｃ

部品B

使わせない

使わせる

使わせる

製品

「使わせる」部品（Ａ,C）により、
製品価格が低下(エコシステム)

技術伝搬を制限し、利益の源泉となる

技術伝搬を加速し、プレイヤーが増大
することで、価格競争となる

使わせない

使わせる

製品市場拡大

売上増大 ⇒ 利益の源泉部品B
使わせない

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

［知財戦略の基礎］

モジュールごとに、「知」の財産を、解放～シェア～排他する程度を制御します
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部品Ａ

部品Ｃ

部品B
（コア技術）

使わせない

使わせる

使わせる

【秘密】
特許特許
コア
特許

特許
周辺
特許

特許
周辺
特許

コア技術
の権利化 クローズ領域

オープン領域

部品B

改版
禁止
契約

<規格書>
部品BのIF

特許
周辺
特許

部品A

ライセンス
⇒オープン領域をコントロール

部品C

改版
禁止
契約

<規格書>
部品BのIF

クローズ領域：コア技術を知財で独占排他/秘匿し、コア技術の伝搬を防止する
オープン領域：周辺技術をライセンス/標準化し、伝搬を加速・普及させる

コア技術
の秘匿化

周辺技術
の権利化

【秘密】
特許特許
コア
特許

独占排他権の行使

秘密管理

特許
周辺
特許

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

［知財戦略の基礎］
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使わせない

製品市場
拡大

部品の値下がり
⇒PC価格の値下がり
⇒PCの普及が加速

差別化したまま、
ＣＰＵの普及も加速

使わせない使わせる

ビデオカード

SDRAM

USB機器

HDD

サウンドカード

PCIバス

使わせない

使わせる
CPU

Media Control Hub
高速メモリーコントロール

I/O Control Hub
低速I/O コントロール

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

使わせる

［知財戦略の基礎］
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03528 85811
１次元バーコード
情報量が少ない
汚れや破損に弱い

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

［知財戦略の基礎］
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大学における 「知財戦略の重要性と知財化スキル」 ［志賀］

特許第2938338号
米国特許第5726435号
特許第2867904号
米国特許第5691527号
特許第3716527号,

特許第3726395号
特許第3996520号米国特許第7032823号

使わせる 使わせない

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

使わせる 使わせない

［知財戦略の基礎］
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２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

公開

秘匿

公開

秘匿秘匿他社

他社

他社

他社

他社

他社 他社

他社

公開

秘匿秘匿他社

他社

他社

他社

他社

他社 他社

秘匿

排他権

実施許諾
(条件設定可)

使わせない

使わせる
オープン

&
クローズ

戦略

使わせない 使わせる

クローズ
領域

オープン
領域

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

［近年のオープン＆クローズ戦略の類型］

オープン
イノベーション
エコシステム

パートナー連携や論文発表の場合の知的財産権の活用方法

20
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２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

「地球温暖化への影
響を低減する特許技
術を無償開放し、グ
ローバル市場を拡大
」(ダイキン工業)

経営戦略を成功に導く知財戦略【実践事例集】(特許庁)
https://www.jpo.go.jp/support/example/chizai_senryaku_2020.html

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

［知財機能の基礎］
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事業と知的財産

［シーズの知財化と用途の知財化］

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

三ツ谷 翔太,事業化戦略策定時の有用な考え方・ツールの紹介, 「大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略」(第2回) , 2022年12月

22

志賀国際
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２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

基礎から学ぶ 知財化スキル

基礎技術
の知財

市場1

機能A
の知財

市場2 市場…

機能B
の知財

機能…
の知財

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

シ
ー
ズ
ア
ウ
ト

MFTと知財化の関係

時
間

Market

Technology

Function

［シーズ技術の知財化と機能技術の知財］

Function
（提供機能）

Market
（市場）

Technology
（技術）

Basic Technology

Applied Technology

出所：弁理士法人 志賀国際特許事務所
※本知的財産モデル及び本モデルを活用した方法論は、志賀国際特許事務所が開発したコンセプトです

出所を明記いただくことを条件として、図を含めてご利用いただくことが可能です

※MFTはアーサー・ディ・リトルが開発したコンセプトです
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本章のまとめ

２．基礎から学ぶ知財戦略と知財化スキル

オープン＆クローズ戦略を立案するとき、

製品やサービスをモジュールに分けて、
モジュールごとに、使わせる／使わせない を検討する

パートナーと協業するとき、知財権を活用して、

公開技術に 使わせない／ (条件付き)使わせる を設定できる

事業化を検討するとき、MFT分析を行って、

機能(Function)に係る技術の知財化 を検討する

知財

戦略

知財

連携

事業化

知財

24

志賀国際

特許事務所

大学における

知財戦略と知財化のポイント

知財戦略の重要性と知財化スキル

※ 本章は、オリジナリティの高い内容であり、
現在構築中のコンセプト、フレームワーク等も含まれますので、
予めご了承くださいますよう、お願いいたします。

※ 本章の知財分析は、講師が独自に知財事例分析を行ったものです。
実際の各地域の知財戦略と異なる場合がございます。
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講師が考える 大学におけるオープン＆クローズ戦略

フルクローズ領域

セミクローズ領域

セミオープン領域

フルオープン領域

秘匿

共有ライセンス

独占排他

権利共有

低額ライセンス

無償ライセンス

無償開放

大学

戦略的
ﾊﾟｰﾄﾅｰ

大学発
ﾍﾞﾝﾁｬｰ

連携パートナー

コアパートナー

大学における知的財産モデル例

(ﾊﾟﾃﾝﾄﾌﾟｰﾙ等)

独占的ライセンス

非
排
他※

１

排
他※

２

クローズ

オープン

限
定
的
な
連
携
領
域

パートナー例 知財活用例

※１自学又はｺｱﾊﾟｰﾄﾅｰ以外の第三者に対して、技術の実施を許容し、積極的な参入を促す
※２ 自学又はｺｱﾊﾟｰﾄﾅｰ以外の第三者に対して、知財による排他/牽制等で参入障壁を築く

出所：弁理士法人 志賀国際特許事務所
※本知的財産モデル及び本モデルを活用した方法論は、志賀国際特許事務所が開発したコンセプトです

出所を明記いただくことを条件として、図を含めてご利用いただくことが可能です

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

26

志賀国際
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部品Ａ

部品Ｃ

部品B
（コア技術）

【秘密】
特許特許
コア
特許

特許
周辺
特許

特許
周辺
特許

基本技術
の権利化

基本技術
の秘匿化

周辺技術
の権利化

基礎から学ぶ オープン＆クローズ戦略

大学発
ﾍﾞﾝﾁｬｰ

戦略的
ﾊﾟｰﾄﾅｰ

連携ﾊﾟｰﾄﾅｰ

【秘密】コア
特許

セミオープン

セミクローズ

オープン

フルクローズ

周辺
特許

周辺
特許

【秘密】

大学
コア
特許 【秘密】

大学における知的財産モデル例

出所：弁理士法人 志賀国際特許事務所
※本知的財産モデル及び本モデルを活用した方法論は、志賀国際特許事務所が開発したコンセプトです

出所を明記いただくことを条件として、図を含めてご利用いただくことが可能です

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

完成品
特許

完成品
特許

フルクローズ

セミクローズ

セミオープン

オープン

セミオープン

オープン
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27

志賀国際

特許事務所

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

文部科学省,「2021年度地域イノベーション・エコシステム形成プログラムパンフレット」,https://www.mext.go.jp/content/20220406-mxt_sanchi01-1413151_00003_1.pdf,2022

■大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略（第１回） 取組紹介地域

28

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

香川大学 香川県×

信州大学 長野県×

九州工業大学 北九州市×

知財戦略 知財化

大学における
オープン＆クローズ戦略

【デジタル化型】

大学における
オープン＆クローズ戦略

【プラットフォーム型】

ブランド戦略
大学における
オープン＆クローズ戦略

【協業型】

①モノ技術とコト技術

②ビッグデータ

①希少糖を用いる製品

②酵素（類似酵素を含む）

③微生物（酵素の生産）

①商標（信大クリスタル）

②ノンコア技術 (ｵｰﾌﾟﾝ用)

/コア技術 (ｸﾛｰｽﾞ用)

③結晶化方法

北九州地域

香川地域

長野地域

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例



2022/12/26

15

29

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［北九州地域］

相馬功, 地域の取組紹介 北九州地域「事業化（出口）目標 基本的な考え方」, 「大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略」(第１回) , 2022年11月

九州工業大学 北九州市×

事業化（出口）目標 基本的な考え方

30

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

使わせる

１

２

３

４

高精度、低廉化に強いデバイスを秘匿化と特許化でクローズ デバイスをオープン※

秘匿化・特許化したコア技術（デバイス）で、高精度データを収集
収集した良質のビッグデータとﾃﾞｰﾀ加工特許でクローズ領域を形成
クローズ領域のビックデータに基づく分析機能をAPIでオープン
APIを利用したサービス、他社デバイス※により社会実装を拡大

※ひびき電子のデバイスは精度と低廉化で優位性を保持可能

モノ

コト

大学の強み
も活かす

データ蓄積

モノ

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［北九州地域］

フルクローズ

セミオープン

データ加工も特許でクローズ
ビッグデータでクローズ領域を形成

セミクローズ
オープン

サービスＡＰＩをオープン

大学発
ﾍﾞﾝﾁｬｰ

大学発
ﾍﾞﾝﾁｬｰ

ﾌﾙｸﾛｰｽﾞ

連携ﾊﾟｰﾄﾅｰ

セミオープン３
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31

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

知財化動向

他

生体信号処理
非接触生体センサ

（ビッグデータ）

ラベルリング

推定/予測

モノ関連技術の知財化 コト関連技術の知財化

（ノウハウ⇒IC化）

レイヤ

特
許
出
願

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［北九州地域］

デバイス

ソフト
ウェア

サービス

［北九州地域の知財化］

時間

32

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［香川地域］

秋光和也, 地域の取組紹介 香川地域「香川大学の希少糖関連官（地域自治体）学連携」, 「大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略」(第1回) , 2022年11月

香川大学 香川県×
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33

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

秋光和也, 地域の取組紹介 香川地域, 「大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略」(第1回) , 2022年11月

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［香川地域］

34

志賀国際

特許事務所

微生物⇒酵素⇒希少糖の設計手法と微生物を秘匿化してクローズ

希少糖の用途を探索し、希少糖を用いる用途製品をセミオープン
用途製品(飲料、化粧品、サプリ等)の市場拡大に伴い、希少糖の消費増

糖

用途糖

用途探索による用途拡大

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［香川地域］

セミクローズ

微生物⇒酵素⇒希少糖の
設計手法と微生物を秘匿化

セミオープン

大手企業や地域企業へセミオープン

フルクローズ

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

フルオープン
希少糖自体は自然存在し、知財化困難なため、
希少糖の供給元を他者に切替えられる可能性がある
用途製品の知財を活用し（セミオープン）、
供給元を切替えられることを防いでいると考えられる

の留意点：

戦略的
ﾊﾟｰﾄﾅｰ

酵素や酵素による希少糖生産技術を特許化して
セミクローズし、コアパートナーが利用

連携ﾊﾟｰﾄﾅｰ

酵素や酵素による希少糖生産方法を特許によりセミクローズ

大学の強み
も活かす

総合的な知財化
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35

志賀国際

特許事務所

知財化ポイント

他

酵素

サプリメント
治療/医薬

微生物、希少糖と酵素と微生物の設計（組合せ）手法

（希少糖の）

生産方法

害虫防除
植物生長調整

権利範囲

生産に使用
予定の酵素

×

(他者がしそうな)

類似の酵素

× 類似の酵素

×

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［香川地域］

用途

希少糖

用途
特
許
出
願

時間

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

病害防除

飼料
食品

化粧品

36

志賀国際

特許事務所

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［長野地域］

林俊弘, 地域の取組紹介 信州地域, 「大学の強みを社会に活かす事業化×知財戦略」(第１回) , 2022年11月

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

信州大学 長野県×
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37

志賀国際

特許事務所

大学の強み
も活かす
販売促進

大学名を含む標章（信大クリスタル）

をサブブランドとして商標化し、
商標に化体された大学信用を活用
一方、商標使用を知財利用条件にし、
商標使用拡大と品質管理を両立しながら
信用蓄積型のブランド戦略を図る

信州大学

信大クリスタル

NaTio,SWEE

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［長野地域］

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

38

志賀国際

特許事務所

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［長野地域］

３．大学における知財戦略と知財化のポイント
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39

志賀国際

特許事務所

ノンコア技術を協業用に知財化して、オープン(パートナー連携)

コア技術(フラックス結晶)を特許化して、コアパートナーとクローズ

パートナーによる製品（浄水器/フィルタ）販売により利益還元

ｺｱ

ﾉﾝｺｱｺｱ

ﾉﾝｺｱ

産業用浄水等の用途探索により、社会実装を拡大

フラックス結晶を
特許化してクローズし、
大学発ベンチャーが利用

周辺技術を知財化して、
セミオープン（協業）

フラックス結晶の生産技術を
特許化してクローズし、
コアパートナーが利用

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［長野地域］

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

セミクローズ

セミオープンセミクローズ

大学発
ﾍﾞﾝﾁｬｰ

戦略的
ﾊﾟｰﾄﾅｰ

連携ﾊﾟｰﾄﾅｰ

オープン

用途探索による
用途拡大

フルクローズ

結晶化技術はクローズ

40

志賀国際

特許事務所

知財化ポイント

他

製造方法（特定のフラックス法）

浄化装置
ろ過材料

結晶化技術、商標「信大クリスタル」「SWEE」

重金属吸着結晶

浄水器
浄水カートリッジ

特
許
・
意
匠
出
願

飲料容器

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例［長野地域］

用途

基礎

用途

時間

３．大学における知財戦略と知財化のポイント
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41

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

知財戦略

大学における

知的財産モデル
（知財戦略と知財化モデル）

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

知財化

42

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

フルクローズ領域

セミクローズ領域

セミオープン領域

フルオープン領域

クローズ

オープン

基礎技術
の知財

市場1

機能A
の知財

市場2 市場…

機能B
の知財

機能…
の知財

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

シ
ー
ズ
ア
ウ
ト

知財戦略と知財化の関係 知財活用

時
間

非
排
他

排
他

Market

Technology

Function Applied Technologies

［大学における知的財産モデル］

Basic Technology
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43

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

フルクローズ領域

セミクローズ領域

セミオープン領域

フルオープン領域

クローズ

オープン

食品

食品

健康・医療 農業

医薬
サプリ

生長剤
防除剤

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

シ
ー
ズ
ア
ウ
ト

知財戦略と知財化の関係 知財活用

時
間

非
排
他

排
他

Market

Technology

希少糖の

生産方法
酵素

微生物

希少糖A 希少糖B 希少糖C

(機能A) (機能B) (機能C)

Function

［香川地域の知財分析］

⇒地域, 小規模

⇒大手, 大規模

44

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

フルクローズ領域

セミクローズ領域

セミオープン領域

フルオープン領域

クローズ

オープン

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

シ
ー
ズ
ア
ウ
ト

知財戦略と知財化の関係 知財活用

時
間

非
排
他

排
他

Market

Technology

結晶化技術

浄水器
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

Function (安全)

［長野地域の知財分析］

フィルタA
結晶A

フィルタB
結晶B

(物質X除去)

飲料 食品 産業

(物質Y除去)

浄水装置

(高品質)
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45

志賀国際

特許事務所

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例

フルクローズ領域

セミクローズ領域

セミオープン領域

フルオープン領域

クローズ

オープン

みまもり等

知財戦略と知財化の関係
Market

Technology

（特許）

信号処理
(ノウハウ：IC)

Function

［北九州地域の知財分析］

介護 病院

ｾﾝｻﾃﾞｰﾀ収集/
推定API

ｾﾝｻﾃﾞｰﾀ収集/
推定API

非接触センサ

(高品質, 低廉可能)

Function

Technology

ｾﾝｻ・ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｰﾀ収集/
推定アプリ

(推定A) (推定B)

AI
ビッグデータ

センサ行動認識

(行動記録)

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

46

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

講師が分析する第１回取組紹介地域の知財事例大学の知財化
［その他知的財産モデル例］（基礎技術が権利化困難な場合）

オープン＆クローズ型

オープン型（技術移転等）

クローズ型（ベンチャー設立等）
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志賀国際

特許事務所

知財戦略と知財化のポイント

パートナーとの協業が必要であるため、

他者連携も考慮した 使わせる／使わせない に分けて検討する

（クローズ、セミクローズ、セミオープン、オープン）

典型的には、製品やサービスのモジュールについて、

シーズ技術の知財でクローズ化※1し、

機能の知財でオープン化※2又は (必要な場合)クローズ化する

①多用途に展開できる基礎技術力
②大学に蓄積された信用力
③製品も部品もカバーできる総合力 などの強みも活かす

戦略の

領域

大学の

強み

大学知財

機能

※1 クローズ、セミクローズ
※2 オープン、セミオープン

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

48

志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

［知財戦略立案と知財化のプロセス例］

[S1]「技術シーズ」(基礎技術)の知財化

市場ニーズと技術シーズを結びつける

[S2]「機能」を提供する製品/サービスをモジュール化

例）論文発表するものは、特許出願を検討

[S4]  機能モジュールをオープン領域又はクローズ領域に配置

[S5] クローズ領域に配置した機能モジュールを知財化

[S6] オープン領域に配置した機能モジュールの知財化

[S3] シーズモジュールをクローズ領域に配置

知
財
戦
略
立
案

本講演では「技術シーズ」に係るモジュールを「シーズモジュール」と呼び、
「機能」に係るモジュールを「機能モジュール」と呼びます。モジュールには製品も含みます

「機能」の発明発掘をして特許出願

本モデルの知財戦略と知財化のプロセス
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志賀国際

特許事務所

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

[A2]「技術シーズ」の選定

[B2] 知財権の範囲の決定［特許 設定登録］

[B3] 戦略のアップデート [B1]の範囲も含めて、立案時の配置とのギャップを検証

[B4] 知財戦略の遂行

[S1]「技術シーズ」(基礎技術)の知財化を開始 [特許出願]

市場ニーズと技術シーズを結びつける

[S2]「機能」を提供する製品/サービスをモジュール化

例）論文発表するものは、特許出願を検討

[S4]  機能モジュールをオープン領域又はクローズ領域に配置

[S5] クローズ領域に配置した機能モジュールを知財化を開始 [特許出願]

[S6] オープン領域に配置した機能モジュールの知財化も検討

[S3] シーズモジュールをクローズ領域に配置

知
財
戦
略
立
案

戦
略
更
新

［知財戦略立案と知財化のプロセス例］

「機能」の発明発掘をして特許出願

[B1] 知財権の範囲の攻防［特許出願の審査］

[A1]「技術シーズ」の掘り起し

本講演では「技術シーズ」に係るモジュールを「シーズモジュール」と呼び、
「機能」に係るモジュールを「機能モジュール」と呼びます。モジュールには製品も含みます

フ
ェ
ー
ズ
２

フ
ェ
ー
ズ
１

フ
ェ
ー
ズ
３

本モデルの知財戦略と知財化のプロセス

50

志賀国際

特許事務所

［国内出願のスケジュール概要］

特
許
出
願

公
開
公
報 拒

絶
理
由
通
知

意
見
書
等
提
出

拒
絶
査
定

査
定
不
服
審
判

特
許
査
定

登
録
料
納
付

設
定
登
録

登
録
公
報

年
金
納
付

審
査
請
求

審

査

権
利
満
了

特許権
発生

＊費用は請求項数や明細書の頁数、図面数で変わります。
＊金額は特許庁費用と特許事務所料金を合計したもの

36 17

15

12

36 53 68 80

＊累計金額（１回の拒絶理由対応で特許査定になった場合、税抜）

出願・権利化ステージ
権利維持ステージ
年金支払い期間

（
発
明
発
掘
）

＊金額は仮想的なモデルケース
- 請求項数５、明細書8～10頁
- 減免制度を利用しない など

知
財
戦
略
相
談

年金

2カ月※～数年
※スーパー早期審査を利用した場合

（参考ケース）

３．大学における知財戦略と知財化のポイント

発明創出からの知財化までのマイルストーン



2022/12/26

26

51

志賀国際

特許事務所

本講演の

まとめ

知財戦略の重要性と知財化スキル

52

志賀国際

特許事務所

まとめ

オープン＆クローズ戦略を立案するとき、

製品やサービスをモジュールに分けて、
モジュールごとに、使わせる／使わせない を検討する

パートナーと協業するとき、知財権を活用して、

公開技術に 使わせない／ (条件付き)使わせる を設定できる

事業化を検討するとき、MFT分析を行って、

機能(Function)に係る技術の知財化 を検討する

知財

戦略

知財

連携

事業化

知財
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志賀国際

特許事務所

知財戦略まとめ

パートナーとの協業が必要であるため、

他者連携も考慮した 使わせる／使わせない に分けて検討する

（クローズ、セミクローズ、セミオープン、オープン）

典型的には、製品やサービスのモジュールについて、

シーズ技術の知財でクローズ化※1し、

機能の知財でオープン化※2又は (必要な場合)クローズ化する

①多用途に展開できる基礎技術力
②大学に蓄積された信用力
③製品も部品もカバーできる総合力 などの強みも活かす

大学戦略

策定

大学の

強み

大学知財

機能

※1 クローズ、セミクローズ
※2 オープン、セミオープン
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志賀国際

特許事務所

まとめ
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志賀国際特許事務所
SHIGA International Patent Office

創業 : 1965年 スタッフ数 : 785人 弁理士：138 名（2022年11月時点）

＜受賞等＞

・Tier 1 in the “Patent Prosecution” in the MIP IP Stars 2022

・Number One in the iAM PCT Survey 2019
・Winners for “MIP Asia Awards 2018 – Japan Trade Mark Prosecution IP Firm of the Year

・Number One in the MIP PCT Survey 2017

ご清聴いただき、ありがとうございました
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